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ヤマハ（株）、東京都中小企業支
援センター、当本部科学技術
コーディネータを経て現職

事業総括

星　俊治
　浜松地域では、第Ⅰ期事業において｢超視覚イメージング技術｣に焦点をあてて研究開発を進めてきたが、

第Ⅱ期事業では、浜松・東三河地域に｢世界に通じる、世界が注目するオプトロニクスクラスター｣を創成する

ためオプトロニクス分野全体に対象を広げ、オプトロニクス技術の更なる高度化を進めている。中核機関と

して、静岡大学、浜松医科大学のほかに新たに豊橋技術科学大学が参画し、イメージング技術とセンシング

技術との融合によるイノベーションを創出することを目指している。

　第Ⅱ期も折り返し点を過ぎ、残すところあと2年弱となった。

　今後は、浜松・東三河地域におけるオプトロニクスクラスター創成に向けた活動をより加速することが必

要である。残された期間での主な課題は、(1)事業化につながる具体的な成果出し（2）本事業終了後もオプ

トロニクスクラスター創成活動を持続的に拡大するための基盤・体制作り等である。本部員一丸となっての

活動は勿論、関係大学、地域自治体等との密接な連携を図りながら、課題解決に当たることが重要と考えて

いる。

事業の概要

オプトロニクス技術の高度化による安全・安心・快適で
持続可能なイノベーション社会の構築

　静岡県浜松地域を中心に、愛知県豊橋市を核とする東三河地域及び国内外の先進地域と連携し、光電子工学（オ
プトロニクス）技術における企業・研究機関・研究者のさらなる集積化を図り、地域の大学におけるオプトロニクス
関連の研究テーマと企業の産業力との連携による光・電子関連分野の研究開発を推進し、将来におけるあらゆる産
業の基盤技術となる新産業（オプトロニクス産業）を創成するとともに、輸送用機械、楽器、繊維等の国際優位性の
ある地場産業や医療技術との融合による高付加価値化、革新的技術・製品を連鎖的に創出させ、「知」と「技」の一
大集積拠点「世界に通じる、世界が注目するオプトロニクスクラスター」を創成する。

1．産学共同研究の推進
　　オプトロニクスに関連するデバイス・測定装置・システムなどの3つのテーマ、(1)高機能・高性能イメージングデ
　バイス開発と知的情報処理、(2)人間活動の支援環境の構築、(3)超高精度ものづくり支援・観察システム開発の
　研究開発に取り組んでおり、産業・民生に役立つイメージング・センシングを主体とする新たな製品を生み出し、
　安全・安心・快適な社会の実現を目指している。

2．研究成果の地域への波及
　 【オプトロニクス技術事業化研究会】
　　　第Ⅰ期と第Ⅱ期の研究開発成果を活用し、分科会やワーキンググループ等の活動により、企業や企業間連携
　　による新事業の創出と成果の地域への波及を図る。また、人材育成のための講座を開催する。　
　 【浜松イノベーション・マネジメントシステム】
　　　平成21年度までの研究成果である、WEBシステムを活用し、輸送用機械に代表される中核企業を中心とし
　　た既存ピラミッド型ネットワークとオプトロニクス産業による産学官によるアメーバ型ネットワークとが融合す
　　るイノベーションクラスターの創出を目指す。

　【ＴＫＭ（共に語る未来）サロン】　
　　　地域内の産・学・官がお互いを知り、自立・持続可能なイノベーション社会を構築するきっかけの場として「TKM
　　（共に語る未来）サロン」を開催する。

3．国内外先進地域との連携
　　「世界に通じる、世界が注目するオプトロニクスクラスター」の創成に向け、世界的光学機器メーカーが集積する
　ドイツ・イエナ地域との連携について、独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）の支援を受けながら、相互の
　技術（強み）を融合する相補完的なWIN-WIN連携を目指し、産業交流を進めている。

クラスター構想
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安藤　隆男
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(株)IHI、アイシン精機(株)、アドバンスフードテック(株)、(株)アプコ、  
アルテック(株)、(株)アルファプロジェクト、ウシオ電機(株)、
加速器エンジニアリング(株)、共栄社化学(株)、
(有)コマーシャルリソース、三栄ハイテックス(株)、
(株)JFEスチール研究所、JUKI(株)、住友電気工業(株)、
先生精機(株)、ソフトワークス(株)、テクノシステム(株)、ＴＤＫ(株)、
(株)デンソー、東横化学(株)、(株)豊田中央研究所、
(株)ナックイメージテクノロジー、日本ケミコン(株)、(有)パパラボ、  
浜松ホトニクス(株)、(株)ブルックマンテクノロジ、
(有)ホーリーマイン、本多電子(株)、(株)三菱化学科学技術研究センター、
(株)山武、ユニオプト(株)、
静岡大学、豊橋技術科学大学、浜松医科大学、東京大学、中部大学、
電気通信大学、大阪電気通信大学、名古屋大学、名古屋工業大学、  
新潟大学、デルフト工科大学、カーネギーメロン大学
(独)情報通信研究機構、(財)国際超電導産業技術研究センター、  
三重県畜産研究所、三重県水産研究所

1.『LEDで長距離・高速“空間光通信”（画像と光通信信号を同時に取得するイメージセンサを開発）』
　　静岡大学 川人祥二教授らにより、撮像したシーンの中に存在する通信源（LED光源）を探索し、その位置の画
　素から高速に光通信のための信号を取り出す機能を１つのセンサに備える画像と光通信信号を同時に取得するイ
　メージセンサを開発した。LED光源を用いて、屋外100ｍ級の通信距離に対して10Mbpsという比較的高速な通
　信を実現することを目的に開発が進められ、交通事故を未然に防ぐための高機能な予防安全システムとして検討
　されている「車車間・路車間通信システム」の実現が期待される。
2.『裸眼で自然な立体画像が見える新方式の高解像度3Dディスプレイを開発』
　　豊橋技術科学大学 井上光輝教授らにより、従来とは異なる新方式“ダイレクト光スキャニング方式”により　
　3D立体画像の空間解像度を劇的に向上させることに成功した。構造はシンプルで、2次元視差画像をダイレクト
　に空間へ高速に偏向させて投影して3D立体画像を空間上に形成するアプローチを行っており、今後はデジタルサ
　イネージや、携帯型の超小型プロジェクター用の3Dビューアーへの応用等、早期の実用化が期待さる。近い将来
　に小型化、カラー化された動画表示を実現する予定で、画面の大型化も可能性が高いので、将来は映画館での活
　用も期待される。
3.『ドイツ・テューリンゲン州イエナ地域と「産業交流協定」締結』
　　平成18年度から開始した広域連携の成果として、平成22年3月2日に両地域の産業支援機関である(財)浜松地
　域テクノポリス推進機構、オプトネット協会、テューリンゲン州経済振興協会の間で「産業交流協定」を締結し、
　今後の販路情報の共有、共同研究等具体的な連携へと展開する基盤ができた。

中核機関名
財団法人  浜松地域テクノポリス推進機構
〒４３２-８０３６  静岡県浜松市中区東伊場二丁目７-１　
　　　　　   浜松商工会議所会館５F
　　　　　　TEL ０５３-４８９-９１１１

世界に通じる、世界が注目する
オプトロニクスクラスター創成へ向けて加速

クラスター本部体制 参加研究機関（太字は核となる研究機関）

主な事業成果

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

グ
ロ
ー
バ
ル
型
実
施
地
域

ライフサイエンス

情報通信

ナノテク・材料

浜松オプトロニクスクラスター 　（平成19～23年度）

静岡県浜松地域
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